
さいたま市 地下鉄７号線中間駅周辺まちづくり

官⺠連携プラットフォーム
参加事業者募集
地下鉄７号線中間駅周辺のまちづくりを具体化するとともに、⺠間活⼒を活⽤した事業推進を図る
ため、計画段階から⺠間事業者と継続的に対話を⾏う『官⺠連携プラットフォーム』を設置します。

参加するメリット

みどりと未来にこころ浮き立つ
人を育てる100年続く

まちづくり

ここが⼤きなポイント！

最新情報を
いち早く⼊⼿

メリット１

最新のまちづくりの
検討状況などの情報を、
いち早くご提供します。

市に直接
意⾒を⾔える

メリット２

個別対話を通じて、市の
担当者に対し直接意見・
提案を行うことができま
す。

まちづくりの検討に
アイデアを反映

メリット３

まちづくりの検討に、ア
イデア・提案を反映する
ことができます。

将来の事業参画に
つながる

メリット４

将来の土地活用や事業
参画に向けた検討を早
期段階から始められます。

多様な関係者との
ネットワーク形成

メリット５

他の事業者や地域・関係
機関とのつながりにより、
新たなビジネス機会の
創出につながります。

プラットフォームの体系図 まちづくりの進捗に応じて様々な参加主体やテーマを追加

まちのブランディング

土地活用セミナー等 意見反映

移住者
進出事業者 など

地域住⺠

官⺠連携
プラットフォーム⾃治体 ⺠間事業者

実証実験 / 事業者マッチング

課題確認 アイデア・要望等

企業同士のコラボレーション

意見・アイデア 意向・トレンド

今年度は民間事業者との対話を
実施いたします

※この体系図全体は将来的なものを⽰しています

官⺠連携プラットフォームとは
市からの情報提供や対話を通じて、⺠間事業者の知⾒・ノウハウ・市場性をまちづくりの計画に反映していく
場です。官⺠連携プラットフォームを通じて、計画段階から⺠間事業者と継続的に対話等を⾏い、実現性の⾼
いまちづくりを⽬指します。

官⺠連携プラットフォームは、計画段階の対話等にとどまらず、まちのブランディングやエリアマネジメントなど
を通じて、事業後も継続的に⺠間事業者、地域住⺠、⾃治体が連携する場として発展させることを⽬指します。

情報提供

まちづくりの
検討状況などを

提供します

アイデアの募集

アイデア・意見を
広く募集します

市との個別対話

市と直接対話をする
場を設けます

計画へ反映

ご提案や意見を
計画に反映します

将来の事業化へ

共に実現可能な
まちづくりを
目指します



令和８年度の進め⽅（予定）
令和８年度は、まちづくりに関する幅広い意⾒・提案を募集し、まちづくりの検討を進めます。

参加対象者 参加について

事務局窓⼝（業務受託者）

次年度以降も対話の場を継続

● 参加・退会は自由です

● 会費は原則不要です

● 業種・業態・事業規模は問いません

※参加登録いただいた情報は、本プラットフォームの運営目的のみに
使用します。

本事業に関心のある事業者であれば、

どのような業種・業態でも参加可能です。

幅広い事業者の参加を歓迎します。

※予定は変更となる場合があります。

株式会社ＵＲリンケージ アセットソリューション本部 官⺠連携⽀援部（担当：⽵⽥、新村）
０３-６８０３-６２１２

saitama_chukaneki@urlk.co.jp
詳しくは市の
ホームページを
ご覧ください。

次年度以降もまちづくりの各種検討の進捗に応じて参加主体や対話内容を拡充しながらプラットフォーム
を運営します。

参加⽅法
案内を受信

登録いただいたメールアドレス
へ、プラットフォームの案内や各
種情報をお送りします。

プラットフォームに参加

案内に沿ってプラットフォーム
や提案募集、個別対話にご参加
いただけます。

登録申請

市のホームページにて設置要綱
をご確認のうえ、メールにて参
加申請書をご送付ください。

募集開始

８月

１

提案募集

10～11月頃

３

提案募集

２～３月頃

７

10月頃

２
第１回

プラット
フォーム

第２回

プラット
フォーム

２月頃

６

個別対話

２～３月頃

８

POINT

個別対話

10～11月頃

４

POINT

まちづくり
検討内容へ

反映

５
まちづくり
検討内容へ

反映

９

市に直接意見が言える 市の考えを直接聞ける

実施主体
さいたま市都市戦略本部未来都市推進部未来都市共創担当

（受付時間 平日 ９：３０ー１７：００）

https://www.city.saitama.lg.jp/001/
010/018/008/001/p132298.html


